
編

集

後

記

◇

『
奈
良
史
学
』
第
十
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
も
、
力
作
が

そ
ろ

い
ま
し
た
。
講
師
の
石
田
信
義
氏

(社
会
経
済
史
担
当
)
、

元
講
師
の
若
林
喜
三
郎
氏
、
若
手
研
究
者
の
坂
東
俊
彦
氏
と
辻
直

生
氏
、
卒
業
生
で
か
ら
く
り
玩
具
研
究
家
の
安
田
真
紀
子
氏
、
そ

し
て
専
任
教
員
の
鎌
田
道
隆
氏
と
菅
野
正
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
玉

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
味
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
今
年
、
奈
良
大
学
で
は
創
立
三
十
周
年
を
静
か
に
迎
え
ま
し
た
。

史
学
科
も
三
十
年
の
歴
史
を
経
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
、

多
く
の
専
任

・
非
常
勤
の
先
生
方
や
卒
業
生
た
ち
の
研
鐵

の
賜
物

と
、
史
学
科
の
教
員

・
学
生

一
同
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

文
学
研
究
科
の
文
化
財
史
料
学
専
攻
で
は
、
今
年
か
ら
博
士
前
期

課
程

の
定
員
が
こ
れ
ま
で
の
五
名
か
ら
十
名

へ
と
倍
増
さ
れ
る
と

と
も

に
、
大
幅
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り

「
国
際
文
化
財
史

料
学
演
習
」
が
新
設
さ
れ
、
東
洋
史
や
西
洋
史
の
学
生
に
も
院
進

学
の
道
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
十
二
月
二
十
五
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。
私
た
ち
は
ク
リ
ス
マ

ス

・
ツ
リ
ー
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、
世
界

各
地

の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
幼
な
子

キ

リ

ス
ト

の
誕

生

の
場

面

を

人

形

で
再

現

し
、

祝

い

ま
す

。

一
種

の

「
再

生

」

劇

の
趣

き

が

あ

り

ま

す
。

私

た

ち

も
、

年

々
歳

々
、

心

あ

ら

た

に
歩

み
た

い
と

思

い
ま

す
。

(
A
)

奈発印

良

史

学

第
+
六
号

、
九
九
八
年
十
二
月
二
十
二
日
印
刷

、
九
九
八
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

奈
良
市
山
陵
町

.
五
〇
〇

(〒
六
三
-
会
三
)

奈
良
大
学
文
学
部
内

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

水

野

柳

太

郎

電
話

(C七
四二
)
四

四

1

、
二

五

.
(
代

)

振
替

○
〇
九
九
〇

ー
二
-
一.一
、
五
九
四
九

奈
良
市
南
京
終
町
二
下

四
六
四

(〒
六
三『
八
西
一
)

刷

所

明

新

印

刷

株

式

会

社
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